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一
般
的
な
話
を
し
て
も
浅
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
今
回
は
ご
く

身
近
な
自
分
の
会
社
と
大
田
区
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に
進
め
て

い
く
。 

 

小
生
（
田
中
隆
六
四
歳
）、
現
在
は
有
限
会
社
安
久
工
機
（
や
す

ひ
さ
こ
う
き
）
の
社
長
。 

社
名
の
「
安
久
」
は
先
代
社
長
（
父
親
田
中
文
夫
、
故
人
）
の
出

身
宮
崎
県
都
城
市
安
久
か
ら
取
っ
た
も
の
。 

「
安
久
」
と
言
え
ば
昨
年
四
月
頃
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
元
号
候
補
に
も

な
っ
て
い
た
。
た
だ
、
元
号
候
補
の
読
み
名
は
「
ア
ン
キ
ュ
ウ
」。

も
し
「
安
久
」
に
決
ま
っ
て
い
た
ら
オ
ヤ
ジ
も
び
っ
く
り
し
て
墓
か

ら
飛
び
出
し
て
き
た
か
も
し
れ
な
い
。 

安
久
工
機
も
大
田
区
で
創
業
し
て
今
年
で
ち
ょ
う
ど
五
〇
周
年
。

創
業
ま
で
の
経
緯
を
紹
介
。 

父
親
が
安
久
で
生
ま
れ
た
の
は
一
九
五
〇
年
。
貧
し
い
な
が
ら
な

ん
と
か
高
校
を
卒
業
（
泉
が
丘
高
校
一
期
生
、
東
国
原
氏
出
身
校
）。

東
京
で
の
大
学
進
学
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
ま
ず
は
上
京
費
用

の
工
面
。
一
九
四
九
年
、
当
時
の
手
っ
取
り
早
い
資
金
稼
ぎ
の
た
め

に
福
岡
の
炭
鉱
へ
行
っ
て
数
ヵ
月
後
、
落
盤
事
故
に
遭
遇
し
て
左
肩

周
囲
を
複
雑
骨
折
。
そ
れ
で
も
上
京
の
想
い
を
諦
め
き
れ
ず
、
一
九

五
〇
年
に
労
災
見
舞
金
を
抱
え
て
上
京
。
昼
間
は
バ
イ
ト
的
に
金
を

稼
ぎ
夜
は
夜
間
大
学
と
二
束
の
草
鞋
を
始
め
た
が
、
骨
折
部
が
完
治

し
て
お
ら
ず
一
九
五
三
年
に
両
立
は
断
念
。
こ
の
年
の
一
二
月
に
大

田
区
の
町
工
場
（
東
洋
精
機
）
に
就
職
。
営
業
か
ら
加
工
技
術
へ
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
っ
た
。
一
五
年
後
、
下
丸
子
で
安
久
工
機

を
ス
タ
ー
ト
。
中
学
二
年
の
と
き
だ
っ
た
。
自
宅
は
板
橋
区
に
あ
っ

た
の
で
、
大
田
区
ま
で
車
通
勤
し
て
い
た
。 

そ
ん
な
訳
で
、
小
生
も
地
元
板
橋
区
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高

校
に
通
っ
た
の
で
、
人
的
に
も
大
田
区
と
の
接
点
は
ほ
ぼ
無
か
っ
た
。 

当
時
は
北
辰
電
機
が
現
キ
ャ
ノ
ン
本
社
の
場
所
に
あ
り
、
安
久
工

機
は
北
辰
電
機
関
係
の
精
密
部
品
・
航
空
計
器
部
品
等
の
製
作
に
関

わ
っ
て
い
た
。 

そ
ん
な
折
り
、
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
土
屋
助
教
授
よ
り
連
絡
が

入
っ
た
。
早
稲
田
大
学
と
東
京
女
子
医
科
大
学
と
で
ス
タ
ー
ト
し
た

人
工
心
臓
シ
ス
テ
ム
開
発
に
モ
ノ
づ
く
り
側
と
し
て
参
画
し
て
欲

し
い
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
土
屋
助
教
授
は
早
稲
田
大
学
理
工
学
部

を
卒
業
し
た
後
、
北
辰
電
機
に
入
社
し
、
数
年
間
働
い
て
か
ら
母
校

に
戻
り
、
助
教
授
に
な
っ
た
。
父
親
の
仕
事
ぶ
り
を
北
辰
電
機
就
職

時
代
に
聞
き
つ
け
た
の
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
画
の
き
っ
か
け
と
な

っ
た
よ
う
だ
。 

今
で
こ
そ
産
学
連
携
・
医
工
連
携
と
言
わ
れ
る
が
、
五
〇
年
前
か

ら
行
っ
て
い
た
。 

時
は
過
ぎ
て
、
昭
和
五
〇
年
大
学
機
械
科
修
士
一
年
、
そ
ろ
そ
ろ

大
田
区
町
工
場 

田
中 

隆  

 



110 

進
路
を
決
め
る
と
き
。
巷
は
就
職
率
も
上
向
き
に
な
っ
て
き
た
頃
。

就
職
先
を
一
般
企
業
か
安
久
工
機
か
決
め
か
ね
て
い
る
と
き
に
父

親
か
ら
「
お
前
は
安
久
工
機
に
入
る
ん
だ
ろ
う
（
な
）
？
」
の
一
言
。

若
気
の
い
た
り
も
あ
り
、
カ
チ
ン
と
来
て
「
そ
の
つ
も
り
は
無
い
か

ら
！
」
の
条
件
反
射
的
な
強
気
の
返
事
。
そ
の
一
言
で
父
親
も
カ
チ

ン
と
来
た
か
「
お
前
の
勝
手
に
し
ろ
！
！
」。
改
め
て
じ
っ
く
り
考

え
る
と
、
や
は
り
客
先
の
顔
が
直
接
見
え
て
、
設
計
・
加
工
・
組
立

て
ま
で
フ
ル
コ
ー
ス
で
関
わ
れ
る
安
久
工
機
に
魅
力
を
感
じ
、
父
親

に
回
答
。
そ
れ
か
ら
は
入
社
後
の
安
久
工
機
の
進
む
方
向
も
見
据
え

た
展
開
の
仕
方
に
つ
い
て
の
話
。 

今
後
は
医
療
系
に
さ
ら
に
重
き
を
置
く
こ
と
に
決
め
、
父
親
の
ツ

テ
を
辿
っ
て
当
時
大
阪
に
あ
っ
た
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
研
究

所(

以
下
国
循)

人
工
臓
器
部
所
属
の
梅
津
研
究
員(

前
述
の
土
屋
研

究
室
出
身
で
現
早
稲
田
大
学
先
端
生
命
医
科
学
セ
ン
タ
ー
教
授)

に

打
診
し
、
研
修
生
と
し
て
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

昭
和
五
七
年
五
月
～
昭
和
六
一
年
四
月
ま
で
、
四
年
間
の
大
阪
生

活
だ
っ
た
。 

最
初
は
医
学
用
語
の
マ
ス
タ
ー
か
ら
始
ま
り
、
人
工
心
臓
作
り
、

人
工
弁
性
能
試
験
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
設
計
、
動
物
実
験
管
理
・
当
直

等
、
忙
し
い
日
々
だ
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
昭
和
五
七
年
一
一
月
に
結

婚(

田
中
葉
子)

し
、
休
み
の
日
に
は
住
い
の
あ
っ
た
吹
田
市
か
ら
神

戸
や
京
都
、
も
少
し
足
を
伸
ば
し
て
奈
良
へ
と
、
出
か
け
て
い
っ
た
。

良
い
骨
休
み
と
な
っ
た
。 

国
循
で
の
思
い
出
の
ひ
と
つ
は
、
昭
和
五
七
年
暮
れ
に
国
循
で
初

め
て
人
工
心
臓
が
臨
床
応
用
さ
れ
た
が
、
小
生
が
製
作
し
た
人
工
心

臓
で
あ
っ
た
。
性
能
に
問
題
無
い
自
身
は
あ
っ
た
が
、
緊
張
が
解
け

な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。 

も
う
ひ
と
つ
は
、
小
型
人
工
心
臓
を
装
着
し
て
回
復
傾
向
に
あ
っ

た
三
歳
の
男
の
子
が
、
体
調
が
急
変
し
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
だ
。
当
直
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
が
、
亡
く
な

っ
た
子
供
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
う
な
だ
れ
る
よ
う
に
ご
主
人
の
肩
に

寄
り
添
っ
た
の
を
見
た
と
き
、
自
分
と
同
世
代
で
も
あ
り
、
こ
ら
え

き
れ
ず
に
医
局
へ
行
っ
て
涙
し
た
。 

四
年
間
の
国
循
生
活
を
通
し
て
様
々
な
こ
と
を
学
び
、
多
く
の
人

脈
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。 

一
九
八
六
年
五
月
か
ら
、
正
式
に
安
久
工
機
に
入
社
。
営
業
・
設

計
・
加
工
・
組
立
て
、
一
通
り
関
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
循
時
代

の
関
係
施
設
か
ら
も
人
工
心
臓
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
関
係
の
設
計
・
製

作
依
頼
が
入
っ
て
き
た
。 

仕
事
以
外
趣
味
で
は
「
四
季
の
味
」
を
購
読
し
て
い
た
が
、「
破

損
し
た
グ
ラ
ス
の
縁
も
修
理
し
ま
す
。」
の
記
事
が
目
に
止
ま
り
、

よ
く
見
る
と
そ
の
店
が
蒲
田
に
あ
る
と
の
こ
と
。
早
速
昼
休
み
に
車

で
お
邪
魔
。 

鍋
谷
さ
ん
＠
フ
ォ
レ
ス
ト
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。 

・
触
図
筆
ペ
ン
に
つ
い
て 

平
成
一
六
年
に
香
川
盲
学
校
美
術
教
師
栗
田
先
生
か
ら
の
Ｆ
Ａ

Ｘ
が
仕
事
仲
間
か
ら
転
送
さ
れ
、
開
発
が
ス
タ
ー
ト
。
先
方
も
弊
社

も
開
発
資
金
が
な
い
中
、
大
田
区
・
経
産
省
・
厚
労
省
と
補
助
金
を

国
循
時
代(

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
作
業) 
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確
保
し
て
改
良
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
出
来
た
。 

平
成
二
〇
年
～
平
成
二
二
年
に
は
「
遠
き
道
展
」
と
い
う
国
内
巡

回
日
本
画
展
が
あ
り
、
そ
の
中
で
視
覚
障
が
い
者
の
美
術
表
現
手
段

と
し
て
触
図
筆
ペ
ン
が
採
用
さ
れ
、
各
地
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

っ
た
。
鹿
児
島
会
場
で
は
、
絵
の
好
き
な
弱
視
の
小
学
六
年
の
女
の

子
が
屋
久
島
か
ら
一
日
が
か
り
で
お
母
さ
ん
と
来
ら
れ
、
黙
々
と
花

の
絵
を
描
い
て
い
た
。 

東
京
会
場
で
は
、
二
〇
歳
前
後
の
男
性(

晴
眼
者)

が
触
図
筆
ペ
ン

で
「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」
と
書
い
て
い
た
。 

小
生
「
彼
女
に
で
も
書
い
た
の
？
」 

男
性
「
お
母
さ
ん
に
。」
と
ひ
と
こ
と
言
っ
て
、
用
紙
を
丸
め
て

大
事
そ
う
に
抱
え
て
出
て
行
っ
た
。 

き
っ
と
視
覚
障
が
い
の
お
母
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
っ
た
と

思
う
。 

東
京
会
場
で
は
、
皇
族
の
方
々
も
お
見
え
に
な
っ
た
。
常
陸
宮
華

子
様
か
ら
は
本
業
は
何
な
の
か
質
問
を
受
け
た
。
別
の
日
に
は
秋
篠

宮
紀
子
様
が
二
人
の
お
嬢
様
と
来
ら
れ
た
が
、“
お
忍
び
”
と
い
う

こ
と
で
証
拠
写
真
が
無
い
の
が
残
念
！
！ 

平
成
二
四
年
に
は
「
ラ
ピ
コ
」
と
い
う
名
称
で
商
品
化
。
盲
学
校

等
を
中
心
に
販
売
活
動
中
。 

こ
の
年
の
二
月
に
は
触
図
筆
ペ
ン
開
発
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

の
展
開
が
評
価
さ
れ
、
東
京
都
よ
り
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
功
労
者

表
彰
」
を
受
賞
し
た
。
そ
の
と
き
の
都
知
事
は
猪
瀬
さ
ん
だ
っ
た
。 

・
社
会
人
博
士
課
程 

国
循
時
代
か
ら
安
久
工
機
入
社
以
降
も
早
稲
田
大
学
理
工
学
部

～
早
稲
田
大
学
先
端
生
命
医
科
学
セ
ン
タ
ー
と
、
梅
津
教
授
の
も
と
、

人
工
心
臓
研
究
に
も
関
わ
っ
て
き
た
。 

平
成
一
六
年
に
梅
津
教
授
か
ら
社
会
人
博
士
課
程
の
話
を
聞
き
、

研
究
業
績
も
あ
る
程
度
蓄
積
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
“
一
念
発
起
”、

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
決
意
。 

一
年
間
の
準
備
を
経
て
、
平
成
一
七
年
春
に
入
学
試
験(

面
接)

。

こ
と
も
あ
ろ
う
に
試
験
時
間
を
勘
違
い
。
弟
に
車
を
飛
ば
し
て
も
ら

っ
て
、
面
接
時
間
ギ
リ
ギ
リ
に
到
着
。 
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い
く
ら
研
究
業
績
が
あ
ろ
う
と
も
、
遅
刻
は
問
題
外
な
の
で
、
い

さ
さ
か
ビ
ビ
リ
ま
し
た
。 

無
事
面
接
は
通
過
し
、
五
一
歳
の
学
生
生
活
が
ス
タ
ー
ト
。 

が
、
こ
の
年
の
暮
れ
に
父
親(

当
時
社
長)

が
亡
く
な
り
、
平
成
一

八
年
か
ら
社
長
に
就
任
。
父
親
は
生
前
か
ら
「
お
ま
え
に
は
ま
だ
社

長
を
任
せ
ら
れ
な
い
。」
と
言
っ
て
い
た
。 

こ
の
年
か
ら
社
長
・
社
内
設
計
業
務
・
学
生
の
“
三
足
の
わ
ら
じ
”

と
な
っ
た
。 

足
か
け
６
年
か
か
っ
た
が
、
期
限
ギ
リ
ギ
リ
で
平
成
二
三
年
に
博

士
号
（
工
学
）
を
取
得
。 

協
力
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

特
に
博
士
論
文
の
謝
辞
の
最
後
の
文
章
下
記
。 

「
最
後
に
、
五
〇
台
半
ば
で
の
博
士
号
取
得
に
協
力
し
て
く
れ
た

家
族
に
感
謝
し
ま
す
。
特
に
自
分
の
こ
と
以
上
に
著
者
の
健
康
管
理

に
注
意
し
、
相
談
相
手
と
も
な
っ
て
く
れ
た
妻
葉
子
に
心
よ
り
感
謝

し
ま
す
。 

 

Thank you

・
謝
々
・
감
사
합
니
다
・Merci

・Grazie

・Gracias

・

Danke  

そ
し
て 

あ
り
が
と
う
。」 

 

「
工
和
会
協
同
組
合
」
に
つ
い
て 

安
久
工
機
は
現
在
「
工
和
会
協
同
組
合
」
に
所
属
し
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
は
工
和
会
関
係
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

昭
和
二
三
年
に
町
工
場
同
士
の
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
て
「
工
和

会
」
が
発
足
。 

昭
和
二
八
年
に
並
行
し
て
「
工
和
会
協
同
組
合
」
が
発
足
。 

大
田
区
の
他
の
地
域
で
も
同
様
の
町
工
場
団
体
が
現
れ
始
め
、
昭

和
三
四
年
に
は
蒲
田
工
業
協
会
・
大
森
工
場
協
会
・
東
調
布
工
業

会
・
工
和
会
協
同
組
合
の
四
団
体
が
集
ま
っ
て
「
大
田
工
業
連
合
会
」

（
大
田
工
連
）
を
結
成
し
た
。 

そ
ん
な
中
で
、
工
和
会
協
同
組
合
も
含
め
当
時
五
団
体
が
青
年
部

組
織
を
有
し
、
昭
和
四
一
年
に
は
「
工
連
青
年
部
連
絡
協
議
会
」（
工

連
青
年
部
）
を
結
成
し
、
各
団
体
の
垣
根
を
越
え
た
若
い
会
員
達
の

活
動
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
毎
年
三
月
の
「
ザ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
は

工
連
青
年
部
主
催
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
一
一
月
の

博士号授与式(妻・娘と) 
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「
大
田
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
」
も
各
団
体
が
共
同
し
て
出
展
し
て
い

る
。 大

田
工
連
は
令
和
元
年
七
月
現
在
で
九
団
体
が
参
加
し
、
延
べ
七

六
五
社
が
参
加
し
て
い
る
。 

平
成
二
〇
年
に
は
工
和
会
と
工
和
会
協
同
組
合
と
が
合
併
し
、

「
工
和
会
協
同
組
合
」
と
な
っ
た
。 

工
和
会
協
同
組
合
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
と
お

お
た
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
ふ
た
つ
。 

 

１
．
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ 

毎
年
九
月
第
一
金
曜
日
が
開
催
日
で
、
今
年
で
三
二
回
目
を
終
え

た
メ
イ
ン
事
業
の
ひ
と
つ
。 

大
田
区
民
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
し
て
、
七
〇
〇
人
程
度
が
参
加
（
防

災
上
、
問
題
あ
る
人
数
の
よ
う
で
す
が
・
・
・
）。 

飲
食
付
き
で
、
毎
回
出
演
者
が
異
な
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
も
あ
り

（
予
算
の
関
係
で
高
額
ギ
ャ
ラ
は
無
理
で
す
が
）、
確
率
の
高
い
抽

選
会
も
人
気
。
こ
の
日
会
員
は
も
っ
ぱ
ら
も
て
な
す

側
に
回
り
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
心
が
け
ま
す
。
昨
年
出
演
の
坂
本
冬
休
み
さ

ん
は
、
今
ま
で
の
五
本
の
指
に
入
る
ぐ
ら
い
受
け
て

ま
し
た
。
ま
だ
、
ご
ら
ん
に
な
っ
た
こ
と
の
無
い
方

は
、
ぜ
ひ
Ｔ
Ｖ
等
で
ど
う
ぞ
。
ま
た
、
余
り
高
く
な

い
ギ
ャ
ラ
で
出
演
し
て
く
れ
る
方
、
募
集
中
で
す
。

ど
な
た
か
ご
存
知
で
し
た
ら
ご
一
報
を
。 

 

２
．
お
お
た
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー 

工
場
を
一
般
の
人
に
オ
ー
プ
ン
す
る
日
で
今
年
で
九
回
目
を
迎

え
る
。 

ま
た
、
並
行
し
て

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も

企
画
。 

下
丸
子
・
矢
口
界
隈

は
「
新
田
丸
（
に
っ
た

ま
る
）」
の
名
称
で
、

二
〇
社
を
超
え
る
会

員
企
業
が
参
加
。
一
般
の
人
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
る
。
や
っ
て
み
る
と
中
々
難
し
い
が
、
オ
ー
プ
ン
企
業
従

業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
な
っ
て
い
る
。 

二
〇
二
〇
年
は
第
一
〇
回
で
も
あ
り
、
新
た
な
企
画
も
乞
う
ご
期

待
！ 平

成
三
一
年
五
月
に
工
和
会
協
同
組
合
第
一
二
代
理
事
長
に
就

任
。 三

五
年
間
大
田
区
で
働
い
て
い
る
と
は
言
え
、
最
初
に
述
べ
た
通

り
板
橋
区
出
身
の
“
外
様
”
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
下
丸
子
界
隈
の
こ

と
は
知
り
尽
く
し
て
い
な
い
。 

そ
こ
で
理
事
長
最
初
の
仕
事
と
し
て
、
工
和
会
会
員
企
業
約
一
一

〇
社
（
次
ペ
ー
ジ
添
付
図
）
に
直
接
挨
拶
回
り
を
す
る
こ
と
に
し
た
。 
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六
月
に
入
っ
て
か
ら
ま
ず
は
近
い
会
社
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

さ
す
が
町
工
場
集
積
の
町
大
田
区
だ
け
あ
っ
て
、
徒
歩
・
自

転
車
で
結
構
周
れ
る
。
通
い
慣
れ
て
る
会
社
、
地
図
を
頼
り

に
初
め
て
行
く
会
社
、
四
週
間
ほ
ど
で
九
割
が
た
終
了
。
京

浜
島
や
川
崎
等
に
工
場
を
持
つ
会
員
企
業
は
さ
す
が
に
自
転

車
は
無
理
な
の
で
車
で
訪
問
。
延
べ
一
ヵ
月
半
ほ
ど
か
け
て

会
員
企
業
周
り
が
完
了
し
た
。 

理
事
長
二
年
目
の
令
和
元
年
。 

気
分
も
新
た
に
会
員
企
業
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
～
す
！ 

 


